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１．2026年５月期第２四半期（中間期）の業績（2025年６月１日～2025年11月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年５月期中間期 3,600 △10.4 187 1.8 188 3.7 128 5.9

2025年５月期中間期 4,017 25.5 183 116.0 182 114.0 121 105.0

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年５月期中間期 47.44 －

2025年５月期中間期 44.78 －

(注)潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年５月期中間期 6,517 4,449 68.3 1,641.74

2025年５月期 6,140 4,428 72.1 1,633.66
(参考) 自己資本 2026年５月期中間期 4,449百万円 2025年５月期 4,428百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年５月期 － 0.00 － 40.00 40.00

2026年５月期 － 0.00

2026年５月期(予想) － 40.00 40.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

３．2026年５月期の業績予想（2025年６月１日～2026年５月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,800 △4.7 390 △23.7 380 △25.1 250 △27.1 92.23

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無



※ 注記事項

（１）中間財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年５月期中間期 2,712,400株 2025年５月期 2,712,400株

② 期末自己株式数 2026年５月期中間期 1,914株 2025年５月期 1,914株

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年５月期中間期 2,710,486株 2025年５月期中間期 2,710,486株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料４ページ「１．
当中間決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間会計期間におけるわが国経済は、自動車産業を中心に米国の通商政策による影響がみられるものの、個人

消費や設備投資に持ち直しの動きがみられることなどから、緩やかに拡大しております。先行きについては、雇

用・所得環境の改善や各種政策の効果が緩やかな回復を支えることが期待される一方、米国の通商政策の影響や物

価上昇の継続が個人消費に及ぼす影響により景気の下振れリスクが懸念されるなど、不透明感があります。

当社が属する不動産業界におきましては、2025年11月に公表された国土交通省の調査「主要都市の高度利用地地

価動向報告」によれば、底堅い国内景気を反映して2025年第３四半期（2025年７月１日～2025年10月１日）の主要

都市・高度利用地80地区の地価動向は、2025年第２四半期（2025年４月１日～2025年７月１日）に比べ、80地区全

てが上昇しました。

また、当社の主力事業である中古住宅の売買については、公益社団法人西日本不動産流通機構（西日本レイン

ズ）に登録されている物件情報の集計結果である「市況動向データ」（2025年12月公表）によると、中古戸建住宅

の成約状況は、中国地方が６月～11月累計で前年同期比8.1％減となりました。九州地方においては６月～11月累計

で同2.1％増となりました。

このような環境の中、当社は、引き続き多くの不動産情報の収集を強化したほか、SNSの運用を通じたマーケティ

ングを開始するなど、不動産売買事業に注力いたしました。

この結果、当中間会計期間の売上高は3,600,652千円（前年同期比10.4％減）となりました。売上高は減少しまし

たが、自社不動産売買事業における原価率の低下により、営業利益は187,008千円（同1.8％増）、経常利益は

188,932千円（同3.7％増）となりました。中間純利益は、128,573千円（同5.9％増）となりました。

セグメントごとの業績は、次のとおりであります。

①不動産売買事業

自社不動産売買事業については、自社不動産販売件数は198件（前年同期比32件減）となり、自社不動産売買事

業の売上高は前年同期を下回りましたが、平均販売単価が16,122千円と前年同期に比べて207千円上昇しました。

なお、自社不動産の仕入件数は228件となりました。

不動産売買仲介事業については、売買仲介件数に大きな変動はないものの、売買仲介物件の平均単価の上昇に

より、売買仲介手数料は前年同期を上回りました。

これらの結果、不動産売買事業の売上高は3,429,270千円（前年同期比11.4％減）となりました。売上高は減少

したものの、自社不動産の販売単価の上昇に加え、原価率が低下したことから、営業利益は448,142千円（同2.3

％増）となりました。

②不動産賃貸事業

不動産賃貸仲介事業については、賃貸仲介手数料、受取手数料及び請負工事高が前年同期を上回ったことから、

売上高は前年同期を上回りました。不動産管理受託事業については、請負工事高が前年同期を大幅に上回ったこ

とから、売上高は前年同期を上回りました。自社不動産賃貸事業については、売上高は前年同期を下回りまし

た。

これらの結果、不動産賃貸事業の売上高は112,188千円（前年同期比25.5％増）、売上高の増加等により営業利

益は16,312千円（同7.4％増）となりました。

③不動産関連事業

保険代理店事業については、満期を迎えた火災保険の更新需要の取り込みを図りましたが、自社不動産の販売

件数の減少などにより、火災保険の新規契約件数が減少したことから、売上高は前年同期を下回りました。

これらの結果、不動産関連事業の売上高は15,896千円（前年同期比8.1％減）、売上高の減少等により、営業利

益は6,920千円（同20.7％減）となりました。
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④その他事業

介護福祉事業については、請負工事高は前年同期を下回りましたが、物品販売が前年同期を上回ったため、売

上高は前年同期を上回りました。

これらの結果、その他事業の売上高は43,296千円（前年同期比3.1％増）となり、売上高の増加等により営業利

益は1,335千円（前年同期比88.9％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産

当中間会計期間末の総資産合計は、6,517,980千円となり、前事業年度末に比べて377,503千円増加しました。

流動資産は5,618,183千円となり、前事業年度末に比べて390,137千円増加しました。これは主として、自社不動

産を売買したことにより、販売用不動産が56,606千円減少する一方で、仕掛販売用不動産等が365,523千円増加し

たことに加え、現金及び預金も72,979千円増加したことによるものであります。固定資産は899,796千円となり、

前事業年度末に比べて12,634千円減少しました。

②負債

当中間会計期間末の負債合計は、2,068,072千円となり、前事業年度末に比べて355,619千円増加しました。流

動負債は1,408,956千円となり、前事業年度末に比べて471,282千円増加しました。これは主として、未払法人税

等が65,180千円減少したものの、短期借入金が566,720千円増加したことによるものであります。固定負債は

659,116千円となり、前事業年度末に比べて115,663千円減少しました。これは主として、長期借入金が121,164千

円減少したことによるものであります。

③純資産

当中間会計期間末の純資産合計は、4,449,907千円となり、前事業年度末に比べて21,884千円増加しました。こ

れは主として、配当金の支払108,419千円があったものの、中間純利益128,573千円を計上したことによるもので

あります。

以上の結果、自己資本比率は、前事業年度末の72.1％から68.3％となりました。

④キャッシュ・フローの状況

当中間会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、長期借入金の返済等があったも

のの、不動産売買事業を中心に、税引前中間純利益188,932千円（前年同期比3.7％増）を計上したことから、当

中間会計期間末には55,968千円増加し、1,082,131千円となりました。

当中間会計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により使用した資金は、259,692千円（前年同期は454,192千円の獲得）となりました。これは主に税

引前中間純利益188,932千円があったものの、棚卸資産の増加額308,986千円に加え、法人税等の支払額122,724千

円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により使用した資金は、21,563千円（前年同期は30,546千円の使用）となりました。これは主に、定

期預金の増加額17,010千円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により獲得した資金は、337,223千円（前年同期は166,570千円の使用）となりました。これは主に、

長期借入金の返済121,164千円及び配当金の支払額108,332千円があったものの、短期借入金の増加額566,720千円

によるものであります。
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（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

当事業年度（2026年５月期）の通期業績予想につきましては、2025年７月14日の「2025年５月期決算短信〔日本

基準〕(非連結)」で公表いたしました業績予想に変更ありません。
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２．中間財務諸表及び主な注記

（１）中間貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2025年５月31日)

当中間会計期間
(2025年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,155,243 1,228,222

売掛金 29,641 45,471

販売用不動産 3,009,467 2,952,861

仕掛販売用不動産等 941,242 1,306,765

商品 735 571

貯蔵品 4,978 5,211

その他 86,737 79,080

流動資産合計 5,228,045 5,618,183

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 357,273 341,178

土地 341,482 341,482

その他（純額） 23,835 22,459

有形固定資産合計 722,592 705,120

無形固定資産 8,199 6,523

投資その他の資産

投資その他の資産 182,659 189,494

貸倒引当金 △1,020 △1,341

投資その他の資産合計 181,639 188,153

固定資産合計 912,430 899,796

資産合計 6,140,476 6,517,980
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(単位：千円)

前事業年度
(2025年５月31日)

当中間会計期間
(2025年11月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 107,122 107,589

短期借入金 300,708 867,428

未払法人税等 138,337 73,157

完成工事補償引当金 7,700 18,500

その他 383,806 342,281

流動負債合計 937,673 1,408,956

固定負債

長期借入金 567,956 446,792

退職給付引当金 51,341 55,849

資産除去債務 136,021 137,007

その他 19,460 19,468

固定負債合計 774,779 659,116

負債合計 1,712,453 2,068,072

純資産の部

株主資本

資本金 302,889 302,889

資本剰余金 264,499 264,499

利益剰余金 3,851,311 3,871,465

自己株式 △1,220 △1,220

株主資本合計 4,417,479 4,437,634

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 10,543 12,273

評価・換算差額等合計 10,543 12,273

純資産合計 4,428,023 4,449,907

負債純資産合計 6,140,476 6,517,980
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（２）中間損益計算書

(単位：千円)
前中間会計期間

(自 2024年６月１日
至 2024年11月30日)

当中間会計期間
(自 2025年６月１日
至 2025年11月30日)

売上高 4,017,699 3,600,652

売上原価 2,964,382 2,532,110

売上総利益 1,053,316 1,068,541

販売費及び一般管理費 869,622 881,533

営業利益 183,694 187,008

営業外収益

受取利息 63 1,112

受取配当金 513 561

違約金収入 700 3,581

その他 495 116

営業外収益合計 1,771 5,371

営業外費用

支払利息 3,271 3,402

その他 65 45

営業外費用合計 3,336 3,447

経常利益 182,129 188,932

税引前中間純利益 182,129 188,932

法人税、住民税及び事業税 80,840 66,522

法人税等調整額 △20,083 △6,163

法人税等合計 60,756 60,358

中間純利益 121,373 128,573
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（３）中間キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前中間会計期間

(自 2024年６月１日
至 2024年11月30日)

当中間会計期間
(自 2025年６月１日
至 2025年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前中間純利益 182,129 188,932

減価償却費 13,991 23,660

貸倒引当金の増減額（△は減少） △6 320

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,670 4,508

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 5,600 10,800

受取利息及び受取配当金 △576 △1,673

支払利息 3,271 3,402

売上債権の増減額（△は増加） 551 △15,829

棚卸資産の増減額（△は増加） 174,299 △308,986

仕入債務の増減額（△は減少） △18,791 467

その他 108,245 △40,012

小計 471,385 △134,408

利息及び配当金の受取額 576 1,673

利息の支払額 △3,271 △4,232

法人税等の支払額 △15,692 △122,724

その他 1,195 -

営業活動によるキャッシュ・フロー 454,192 △259,692

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △27,000 △17,010

有形固定資産の取得による支出 △3,562 △4,512

敷金及び保証金の差入による支出 △65 △126

敷金及び保証金の返還による収入 81 87

投資活動によるキャッシュ・フロー △30,546 △21,563

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 44,820 566,720

長期借入金の返済による支出 △105,974 △121,164

配当金の支払額 △105,416 △108,332

財務活動によるキャッシュ・フロー △166,570 337,223

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 257,075 55,968

現金及び現金同等物の期首残高 767,498 1,026,162

現金及び現金同等物の中間期末残高 1,024,574 1,082,131
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（４）中間財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前中間会計期間(自 2024年６月１日 至 2024年11月30日)

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

中間
損益計算書
計上額
(注)３

不動産
売買事業

不動産
賃貸事業

不動産
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 3,869,025 89,392 17,299 3,975,717 41,981 4,017,699 － 4,017,699

セグメント利益 437,869 15,194 8,723 461,787 707 462,495 △278,800 183,694

（注)１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、介護福祉事業であります。

２．調整額の内容は、以下のとおりであります。

セグメント利益の調整額 △278,800 千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。な

お、全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る一般管理費であります。

３．セグメント利益は、中間損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

当中間会計期間(自 2025年６月１日 至 2025年11月30日)

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

中間
損益計算書
計上額
(注)３

不動産
売買事業

不動産
賃貸事業

不動産
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 3,429,270 112,188 15,896 3,557,355 43,296 3,600,652 － 3,600,652

セグメント利益 448,142 16,312 6,920 471,375 1,335 472,710 △285,701 187,008

（注)１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、介護福祉事業であります。

２．調整額の内容は、以下のとおりであります。

セグメント利益の調整額 △285,701 千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。な

お、全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る一般管理費であります。

３．セグメント利益は、中間損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。


